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は 

じ 

め 

に

　

令
和
四
年
度
は
、
終
息
の
兆
し
を
見
せ
な
い
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
も
、
ウ
イ

ル
ス
の
特
徴
や
感
染
防
止
対
策
へ
の
理
解
が
進
ん
だ
こ
と
に
よ
り
、
各
文
化
施

設
は
前
年
よ
り
内
容
拡
充
を
図
り
つ
つ
展
示
や
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
て
き
た
。
こ

の
よ
う
な
中
、
令
和
四
年
十
月
に
開
館
し
た
県
立
一
乗
谷
朝
倉
氏
遺
跡
博
物
館

で
は
、
開
館
か
ら
五
十
七
日
目
で
来
館
者
五
万
人
を
突
破
す
る
な
ど
注
目
を
集

め
た
。
福
井
県
郷
土
誌
懇
談
会
は
、
創
立
七
十
周
年
記
念
と
し
て
会
の
歩
み
を

た
ど
る
企
画
展
を
開
催
。
ま
た
、
三
年
ぶ
り
に
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
『
福
井
県
の
方

言
』
を
岩
田
書
院
よ
り
刊
行
し
、
記
念
講
演
会
を
県
立
図
書
館
と
共
催
し
た
。

　

以
下
、
令
和
四
年
度
に
刊
行
さ
れ
た
主
な
出
版
物
を
紹
介
し
、
県
内
郷
土
研

究
・
郷
土
誌
の
動
向
と
す
る
。
な
お
敬
称
は
略
し
た
。

　
　
　

一　

歴
史
・
地
域
史
・
史
跡
調
査
報
告
書

　

雑
誌
『
歴
史
研
究
』
第
七
〇
四
号
は
、
戦
国
時
代
の
武
家
官
位
を
特
集
し
、

朝
倉
孝
景
や
朝
倉
義
景
、
丹
羽
長
秀
に
つ
い
て
の
論
考
を
掲
載
し
た
。『
地
域

別
災
害
年
表
事
典 

中
部
編
』（
日
外
ア
ソ
シ
エ
ー
ツ
）
は
、
福
井
県
を
含
む
中

部
九
県
の
一
五
〇
年
の
災
害
を
県
別
に
ま
と
め
た
も
の
。
赤
澤
徳
明
氏
退
職
記

念
論
集
制
作
委
員
会
『
高
山
流
水
』
は
、
元
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
セ
ン
タ
ー
所

長
の
氏
を
慕
う
県
内
外
の
研
究
者
四
十
六
名
の
論
考
を
収
載
。
福
井
県
を
含
む

十
四
県
が
共
同
研
究
を
目
的
と
し
て
七
年
前
に
結
成
し
た
古
代
歴
史
文
化
協
議

会
は
、
講
演
会
の
記
録
と
し
て
『
刀
剣
が
語
る
古
墳
時
代
の
幕
開
け
』
を
ま
と

め
た
。
高
木
久
史
『
戦
国
日
本
の
生
態
系
』
は
、
戦
国
時
代
の
越
前
を
題
材
と

し
、
生
態
系
と
社
会
シ
ス
テ
ム
を
一
つ
の
系
と
し
て
と
ら
え
、
戦
国
の
動
因
を

描
き
出
し
た
一
冊
。

　
『
福
井
県
立
一
乗
谷
朝
倉
氏
遺
跡
博
物
館Guide Book

』
は
、
本
年
開
館
し

た
同
館
の
展
示
解
説
書
と
し
て
作
成
さ
れ
た
図
録
。
ほ
か
に
、
都
市
機
能
の
比

較
検
討
を
目
的
と
し
て
実
施
し
た
調
査
研
究
事
業
の
成
果
を
『
戦
国
城
下
町
一

乗
谷
の
都
市
構
造
解
明
―
公
的
空
間
に
着
目
し
て
―
事
業
報
告
書
』
と
し
て
ま

と
め
た
。
福
井
市
立
郷
土
歴
史
博
物
館
『
い
ま
に
残
る
一
乗
谷
の
記
憶
』
は
、

同
館
の
特
別
展
図
録
。
戦
国
大
名
朝
倉
氏
と
と
も
に
滅
亡
し
た
城
下
町
一
乗
谷

に
由
緒
を
持
つ
寺
院
な
ど
、
現
在
の
福
井
市
街
地
に
残
る
一
乗
谷
の
痕
跡
を
た

ど
る
。
村
の
歴
史
懇
話
会
編
『
温
故
叢
談 

十
八
』
は
、「
ふ
る
さ
と
文
殊
」
を

特
集
す
る
。
福
井
市
東
郷
公
民
館
『
東
郷
の
字
と
云
わ
れ
』
は
、
福
井
市
東
郷

地
区
の
小
字
名
の
由
来
な
ど
を
ま
と
め
た
も
の
。『
福
井
の
市
民
運
動
』（
大
久

福
井
県
に
お
け
る
郷
土
研
究
・
郷
土
誌
の
動
向

令
和
四
年
度
分

本
会
事
務
局　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

福
井
県
立
図
書
館
郷
土
資
料
グ
ル
ー
プ
編
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事
務
局　

福
井
県
に
お
け
る
郷
土
研
究
・
郷
土
誌
の
動
向　

令
和
四
年
度
分

保
公
夫
）
は
、
空
港
拡
張
中
止
運
動
や
中
池
見
湿
地
保
全
運
動
の
記
録
と
と
も

に
市
民
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
福
井
の
活
動
事
例
を
紹
介
。
日
本
地
名
研
究
所
『
第

四
十
一
回
全
国
地
名
研
究
者
一
乗
谷
大
会
資
料
集
』
は
、
十
一
月
に
「
越
前
の

地
名
と
風
土
」
を
テ
ー
マ
に
開
催
さ
れ
た
講
演
や
報
告
の
レ
ジ
ュ
メ
集
。
関
章

人
『
あ
わ
ら
市
北
潟
の
暮
ら
し
と
歴
史
』
は
、
郷
里
の
先
人
の
暮
ら
し
や
歴
史

に
つ
い
て
発
表
し
て
き
た
文
章
を
ま
と
め
た
も
の
。
坂
井
市
教
育
委
員
会
文
化

課
丸
岡
城
国
宝
化
推
進
室
『
丸
岡
城
学
術
調
査
資
料
集 

第
二
集
』
は
、
天
正

二
年
～
元
禄
八
年
の
丸
岡
城
に
関
す
る
文
献
を
集
め
た
も
の
。
あ
わ
ら
市
郷
土

歴
史
資
料
館
『
あ
わ
ら
市
指
定
文
化
財(

有
形
文
化
財
／
彫
刻)

西
国
三
十
三

カ
所
観
世
音
保
存
修
復
報
告
書
』
は
、修
復
事
業
の
一
環
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
。

岡
田
健
彦
『
唐
太
日
誌 

翻
刻
版
』
は
、
大
野
藩
士
・
早
川
弥
五
左
衛
門
に
よ

る
唐
太
（
現
サ
ハ
リ
ン
島
）
開
拓
の
事
前
調
査
の
記
録
を
翻
刻
し
た
も
の
。
鯖

江
郷
土
史
懇
談
会
『
会
誌 

第
三
十
号
』
は
、
鯖
江
市
を
中
心
と
す
る
郷
土
の

歴
史
・
文
化
に
関
す
る
論
考
九
点
を
収
録
。
東
井
忠
義
『
田
村
の
あ
ゆ
み 

郷

土
史
』（
鯖
江
市
田
村
町
）
は
、
田
村
の
歴
史
や
先
人
の
歩
み
を
ま
と
め
た
も

の
。
越
府
史
学
会
『
越
府
史
攷 

第
二
号
』
は
、
越
前
市
に
関
係
す
る
史
資
料

等
に
つ
い
て
の
論
考
五
点
を
収
録
。
越
前
市
北
日
野
公
民
館『
き
た
ひ
の
探
訪
』

は
、
地
区
を
構
成
す
る
十
五
集
落
別
に
歴
史
や
伝
統
行
事
な
ど
を
調
査
し
一
冊

に
ま
と
め
た
も
の
。
越
前
市
は
『
越
前
市
史 

資
料
編
三 

中
世
二
』
を
刊
行
、

天
正
元
年
か
ら
慶
長
五
年
ま
で
の
越
前
市
域
に
関
係
す
る
古
文
書
三
四
六
点
を

収
録
。
そ
の
ほ
か
『
越
前
市
史 

別
冊
雑
書
留
』
も
刊
行
、
金
森
左
京
家
江
戸

留
守
居
役
に
よ
る
雑
記
帳
を
収
録
し
た
。
山
本
一
善
『
今
庄
昔
日
』
は
、
昭
和

三
十
七
年
の
北
陸
ト
ン
ネ
ル
開
通
前
後
の
今
庄
の
概
況
を
、
現
在
の
様
子
も
織

り
交
ぜ
て
紹
介
し
た
も
の
。
日
本
海
地
誌
調
査
研
究
会
『
会
誌 

第
二
十
一
号

（
令
和
四
年
度
）』
は
、
敦
賀
に
関
連
す
る
地
誌
等
の
調
査
研
究
論
考
四
点
を
収

録
。
敦
賀
市
立
博
物
館
『
敦
賀
藩
物
語
』
は
、小
浜
藩
の
支
藩
と
し
て
誕
生
し
、

鞠
山
藩
と
通
称
さ
れ
た
小
藩
の
歴
史
を
紹
介
し
た
特
別
展
の
図
録
。
多
仁
照
廣

『
敦
賀
藩
』（
現
代
書
館
）
は
、「
シ
リ
ー
ズ
藩
物
語
」
の
一
冊
と
し
て
、
福
井

県
域
で
は
「
福
井
藩
」
に
次
い
で
刊
行
さ
れ
た
。
歴
代
藩
主
た
ち
が
幕
府
の
要

職
に
就
い
た
敦
賀
藩
の
歴
史
と
文
化
、
藩
風
を
丁
寧
に
ひ
も
解
く
。
橋
本
昭
三

『
白
木
の
里 

二
』（
敦
賀
市
）
は
、
敦
賀
市
白
木
地
区
在
住
者
に
よ
る
地
誌
の

続
刊
。
県
立
若
狭
歴
史
博
物
館
『
中
世
若
狭
の
「
ま
ち
」』
は
、
中
世
後
期
の

小
浜
・
敦
賀
の
都
市
の
成
立
や
発
展
の
過
程
を
紹
介
し
た
特
別
展
の
図
録
。
若

狭
町
上
吉
田
区
は
、
住
民
へ
の
聞
き
取
り
や
古
文
書
な
ど
を
も
と
に
集
落
の
歴

史
や
暮
ら
し
を
『
上
吉
田
集
落
誌
』
に
ま
と
め
た
。『
鳥
浜
貝
塚
研
究 

六
』（
福

井
県
立
若
狭
歴
史
博
物
館
）
は
、
村
上
昇
「
鳥
浜
貝
塚
出
土
の
縄
文
時
代
草
創

期
土
器
の
報
告
」
を
収
載
。
小
浜
古
文
書
の
会
『
小
浜
藩
士
津
田
葛
根
の
上
国

御
供
日
記
・
羈
旅
箚
記
』
は
、
小
浜
藩
士
が
藩
主
の
御
供
を
し
た
際
に
作
成
さ

れ
た
半
帳
を
小
浜
古
文
書
の
会
が
翻
刻
・
刊
行
し
た
も
の
。『
高
浜
町
史 

現
代

編
』（
高
浜
町
教
育
委
員
会
）
は
、『
高
浜
町
誌
』
補
完
版
第
三
弾
で
あ
り
、
昭

和
六
十
年
か
ら
平
成
二
十
七
年
ま
で
の
高
浜
町
の
出
来
事
や
変
遷
に
解
説
を
付

し
た
も
の
。

　

そ
の
ほ
か
主
な
発
掘
報
告
書
に
『
開
発
遺
跡
・
高
柳
遺
跡
』『
福
井
城
跡
（
第

一
・
二
分
冊
）』『
寄
安
・
栗
森
遺
跡 

二
』『
舟
寄
本
廟
遺
跡
・
舟
寄
築
山
遺
跡
』

『
北
横
地
中
才
遺
跡
』（
教
育
庁
埋
蔵
文
化
財
調
査
セ
ン
タ
ー
）、『
一
乗
谷
朝
倉

氏
遺
跡
発
掘
調
査
報
告 

二
十
一
』（
県
立
一
乗
谷
朝
倉
氏
遺
跡
博
物
館
）、『
河
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増
遺
跡 

二
』（
福
井
市
教
育
委
員
会
）、『
越
前
市
内
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
書
』（
越

前
市
教
育
委
員
会
）
な
ど
が
あ
る
。

　
　
　

二　

目
録
・
人
物
・
地
図
・
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

　

高
橋
榮
輔『
福
井
藩
君
臣
の
幕
末
維
新
』（
ブ
イ
ツ
ー
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
）は
、

幕
末
維
新
期
の
政
争
史
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
松
平
春
嶽
・
橋
本
左
内
・
村
田
氏

寿
の
事
跡
を
辿
る
。
河
村
昭
一『
若
狭
逸
見
氏
の
歴
史
』（
砕
導
山
城
跡
保
存
会
）

は
、
高
浜
町
で
開
催
さ
れ
た
講
演
会
の
内
容
を
ま
と
め
た
も
の
。
若
狭
逸
見
氏

は
、
戦
国
期
に
高
浜
の
基
礎
を
築
い
た
。
志
村
平
治
『
相
模
朝
倉
一
族
』（
戎

光
祥
出
版
）
は
、
越
前
朝
倉
氏
の
支
流
一
族
の
変
遷
を
解
説
す
る
。
松
岡
秀
隆

『
横
山
英
太
郎
片
影 

私
家
版
』
は
、
Ｔ
Ｙ
Ｋ
式
無
線
電
話
を
発
明
し
た
横
山
英

太
郎
の
生
い
立
ち
や
業
績
の
概
要
を
ま
と
め
た
も
の
。
越
前
市
武
生
公
会
堂
記

念
館
『
土
肥
慶
蔵
』
は
、
越
前
市
出
身
で
日
本
の
近
代
皮
膚
科
学
を
確
立
し
た

医
学
者
の
生
い
立
ち
や
功
績
を
紹
介
し
た
特
別
展
の
図
録
。
本
宮
ひ
ろ
志
『
猛

き
黄
金
の
国 

由
利
公
正
』（
集
英
社
）
は
、
由
利
公
正
の
伝
記
漫
画
。
関
裕
二

『
継
体
天
皇 

分
断
さ
れ
た
王
朝
』（
新
潮
社
）
は
、
大
胆
な
考
証
で
継
体
天
皇

の
正
体
に
迫
る
論
考
。
平
野
治
和
『
平
野
治
右
衛
門
家
の
四
〇
〇
年 

古
文
書

千
六
百
点
か
ら
伝
わ
る
先
祖
の
息
吹
』
は
、
旧
和
泉
村
川
合
の
旧
家
に
伝
わ
る

古
文
書
の
調
査
を
も
と
に
、
同
家
の
歴
史
を
た
ど
っ
た
一
冊
。
調
査
後
、
古
文

書
の
大
部
分
は
大
野
市
に
寄
贈
さ
れ
た
。
佐
々
木
長
淳
研
究
会
『
内
務
省
初
期

養
蚕
政
策
と
佐
々
木
長
淳
』
は
、
内
務
省
勧
業
寮
農
務
課
内
藤
新
宿
試
験
場
養

蚕
掛
に
就
い
た
佐
々
木
長
淳
の
養
蚕
政
策
を
再
検
証
し
ま
と
め
た
も
の
。
黒
田

基
樹
『
お
市
の
方
の
生
涯
』（
朝
日
新
聞
出
版
）
は
、
信
頼
性
の
高
い
史
料
を

中
心
に
お
市
の
方
の
生
涯
を
辿
っ
た
一
冊
。
角
鹿
尚
計
『
橋
本
左
内 

人
間
自

ら
適
用
の
士
有
り
』（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
）
は
、
少
年
時
代
か
ら
安
政
の
大
獄

で
刑
死
に
至
る
ま
で
を
一
次
史
料
に
基
づ
き
考
察
し
た
労
作
。
県
文
書
館
は
、

松
平
文
庫
「
新
番
格
以
下
」
の
一
部
を
翻
刻
し
た
『
福
井
藩
士
履
歴 

十
一
』

を
刊
行
。
県
立
こ
ど
も
歴
史
文
化
館
『
海
を
渡
っ
た
留
学
生
た
ち 

絵
本
編
三
』

は
、
福
井
市
出
身
の
国
文
学
者
・
芳
賀
矢
一
ら
を
子
ど
も
向
け
に
紹
介
し
た
絵

本
。

　
『
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
遺
産
百
選 

中
部
編 

三
』（
日
本
造
園
学
会
・
中
部
支
部
）

は
、
中
部
地
域
の
造
園
に
関
す
る
歴
史
的
遺
産
の
代
表
的
な
場
所
を
取
り
ま
と

め
た
三
冊
目
。
瓜
割
の
滝
な
ど
県
内
九
か
所
を
紹
介
す
る
。『
月
刊
地
図
中
心
』

通
巻
五
九
七
号
で
は
、
特
集
「
福
井
県
の
博
物
館
は
多
士
済
々
」
が
組
ま
れ
、

各
館
の
見
ど
こ
ろ
が
紹
介
さ
れ
た
。『
み
な
と
・
つ
る
が
・
い
ま
む
か
し　

改

訂
版
』（
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
敦
賀
）
は
、
敦
賀
の
観
光
名
所
を
ま
と

め
た
第
一
巻
と
敦
賀
ゆ
か
り
の
人
物
や
遺
跡
を
紹
介
し
た
第
二
巻
の
二
冊
に
つ

い
て
、
構
成
や
内
容
を
見
直
し
一
冊
に
ま
と
め
た
も
の
。『
白
山
石
徹
白
道
神

鳩
避
難
小
屋
日
記
』（
郡
上
市
）
は
、
避
難
小
屋
を
利
用
し
た
登
山
者
た
ち
の

記
録
な
ど
を
も
と
に
五
〇
年
の
歩
み
を
ま
と
め
た
も
の
。
長
浜
市
・
敦
賀
市
・

南
越
前
町
観
光
連
携
協
議
会
『
海
を
越
え
た
鉄
道 

世
界
へ
つ
な
が
る
鉄
路
の

キ
セ
キ
』
は
、
福
井
県
と
滋
賀
県
を
つ
な
ぐ
鉄
道
遺
産
回
廊
を
各
地
の
見
ど
こ

ろ
と
と
も
に
写
真
で
紹
介
す
る
。
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務
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福
井
県
に
お
け
る
郷
土
研
究
・
郷
土
誌
の
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向　

令
和
四
年
度
分

　
　
　

三　

各
分
野
団
体
史

　

各
分
野
団
体
史
で
は
、
閉
校
記
念
誌
で
あ
る
福
井
県
立
武
生
工
業
高
等
学
校

『
六
十
三
年
誌
』、
北
陸
学
園
『
百
四
十
年
記
念
誌
』、
福
井
県
日
本
中
国
友
好

協
会
『
福
井
県
日
中
友
好
協
会
結
成
七
十
年
史
』、
福
井
県
ス
ポ
ー
ツ
協
会
・

創
立
七
十
五
周
年
記
念
『
福
井
県
ス
ポ
ー
ツ
史
』、
福
井
県
私
立
学
校
連
合
会

『
七
十
周
年
記
念
誌 

あ
ゆ
み
』、
南
条
山
の
会
『
五
十
年
の
歩
み 

創
立
五
十
周

年
記
念
誌
』
な
ど
が
刊
行
さ
れ
た
。

　
　
　

四　

宗
教
・
経
済
・
教
育
・
民
俗

　

真
宗
仏
光
寺
派
御
伝
絵
・
御
伝
文
研
究
会
『
御
伝
絵
詞
証
義
編
［
巻
之
一
～

巻
之
六
］』
は
、
北
府
光
善
寺
の
善
養
師
が
一
七
八
一
年
に
制
作
し
た
『
御
傳

繒
詞
證
義
編
』
を
同
会
が
七
年
か
け
て
読
み
下
し
た
も
の
。
高
尾
察
良
『
称
念

寺
再
建
史
』（
称
念
寺
）
は
、
大
正
時
代
に
称
念
寺
の
再
建
を
果
た
し
た
高
尾

察
玄
師
の
あ
ゆ
み
を
ま
と
め
た
も
の
。

　

南
保
勝
『
地
域
再
生
の
未
来
像 

越
前
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
』（
晃
洋
書
房
）

は
、
越
前
を
モ
デ
ル
に
、
地
域
固
有
の
資
源
か
ら
地
域
再
生
の
あ
る
べ
き
姿
を

考
え
る
一
冊
。
杉
山
友
城
ほ
か
『
新
し
い
〈
地
方
〉（
ふ
る
さ
と
）
を
創
る
』
は
、

人
口
減
少
時
代
に
お
い
て
福
井
を
事
例
に
地
方
の
可
能
性
を
引
き
出
す
た
め
の

方
法
を
模
索
。

　

県
教
育
総
合
研
究
所
教
育
博
物
館
は
、
学
制
か
ら
現
在
ま
で
の
学
校
教
育
の

変
遷
を
た
ど
る
企
画
展
を
開
催
。
そ
の
際
に
作
成
し
た
歴
史
学
習
漫
画
風
の
解

説
パ
ネ
ル
の
内
容
を
『
学
校
一
五
〇
年
物
語
』
と
し
て
冊
子
化
。

　
「
時
空
を
超
え
て
～
五
十
八
年
前
の
絵
と
の
対
話
」
実
行
委
員
会
『
時
空
を

超
え
て
』
は
、
鯖
江
市
出
身
の
美
術
教
師
・
故
木
水
育
男
が
指
導
し
た
児
童
生

徒
た
ち
の
絵
を
ま
と
め
た
作
品
集
。県
立
大
学
は『
地
方
公
立
大
学
の
挑
戦
』で
、

四
大
化
し
た
際
の
経
緯
を
ま
と
め
た『
福
井
県
立
大
学
の
挑
戦
』（
稲
澤
俊
一
著
）

を
部
分
採
録
す
る
と
と
も
に
、公
立
大
学
の
使
命
と
役
割
に
つ
い
て
再
考
す
る
。

中
森
一
郎
『
異
質
の
も
の
に
対
す
る
理
解
と
寛
容 

福
井
県
立
若
狭
高
等
学
校

の
理
念
と
学
校
改
革
』（
シ
ン
グ
ル
カ
ッ
ト
）
は
、
同
校
に
校
長
と
し
て
赴
任

し
た
著
者
に
よ
る
三
年
間
の
実
践
記
録
。

　

須
川
建
美
『
写
真
で
綴
る
若
狭
南
川
流
域
の
民
俗
行
事
』（
若
狭
路
文
化
研

究
所
）
は
、
著
者
が
長
年
調
査
・
撮
影
し
続
け
た
南
川
流
域
集
落
の
民
俗
行
事

の
記
録
写
真
集
。
平
成
二
十
五
年
に
発
足
し
た
河
合
の
歴
史
を
探
る
ロ
マ
ン
の

会
は
、
同
会
の
活
動
を
も
と
に
三
年
か
け
て
『
ふ
る
さ
と
河
合
の
昔
の
い
ろ
い

ろ
話　

河
合
の
民
話
・
伝
説
編
』
を
ま
と
め
た
。
昭
和
五
十
四
年
に
結
成
し
た

つ
る
が
の
山
車
保
存
会
は
『
つ
る
が
の
山
車
（
や
ま
）』
で
氣
比
神
宮
の
例
大

祭
に
巡
行
す
る
山
車
と
そ
の
祭
り
に
つ
い
て
写
真
を
多
用
し
て
紹
介
し
た
。
敦

賀
市
立
博
物
館
・
み
な
と
つ
る
が
山
車
会
館
『
敦
賀
の
山
車
総
合
調
査
報
告
書 

歴
史
・
山
車
本
体
・
懸
装
品
編
』
は
、
平
成
二
十
九
年
度
か
ら
令
和
四
年
度
ま

で
実
施
さ
れ
た
総
合
調
査
の
報
告
書
。『
福
井
の
戸
祝
い
と
キ
ツ
ネ
ガ
リ
調
査

報
告
書 

記
録
作
成
等
の
措
置
を
講
ず
べ
き
無
形
の
民
俗
文
化
財
』（
福
井
県
教

育
委
員
会
）
は
、
小
正
月
に
若
狭
地
方
で
行
わ
れ
る
、
祝
福
の
要
素
と
害
獣
払

い
の
要
素
を
併
せ
持
つ
伝
統
行
事
の
調
査
報
告
書
。
阿
部
照
伸
と
川
原
茂
は
、

『
勝
山
市
民
俗
誌
附
文
化
財
』（
昭
和
三
十
三
年
刊
）
に
写
真
・
注
釈
等
を
加
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若
越
郷
土
研
究　

六
十
八
巻
一
号

え
再
編
集
し
た
『
勝
山
人
の
民
俗
誌 

令
和
五
年
編
集
版 

プ
レ
イ
バ
ッ
ク
か
っ

ち
ゃ
ま
』
を
刊
行
。

　
　
　

五　

自
然
科
学

　

北
潟
湖
ハ
ク
チ
ョ
ウ
を
見
守
る
会
『
あ
わ
ら
市
北
潟
コ
ハ
ク
チ
ョ
ウ
飛
来
の

記
録
』
は
十
四
年
間
の
記
録
を
ま
と
め
た
も
の
。
森
勇
一
・
田
口
一
男
『
東
海
・

北
陸
の
ジ
オ
サ
イ
ト
を
味
わ
う
』（
風
媒
社
）
で
は
、
県
内
の
ジ
オ
サ
イ
ト
を

紹
介
し
地
学
の
面
白
さ
を
伝
え
る
。『
図
説
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
登
録
中
池
見
湿

地
』（
ウ
ェ
ッ
ト
ラ
ン
ド
中
池
見
・
ナ
チ
ュ
ラ
リ
ス
ト
敦
賀
緑
と
水
の
会
）
は
、

中
池
見
湿
地
が
該
当
す
る
国
際
登
録
基
準
に
つ
い
て
の
図
説
資
料
を
取
り
ま
と

め
た
も
の
。
有
馬
達
也
『
石
が
語
る
ふ
く
い
』（
福
井
市
自
然
史
博
物
館
）
は
、

石
と
人
と
の
歴
史
を
紹
介
し
た
特
別
展
の
解
説
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
。
柳
沢
芙
美
子

は
『
天
然
痘
と
の
闘
い 

三
』（
岩
田
書
院
）
に
「
福
井
藩
・
鯖
江
藩
の
種
痘
と

村
部
へ
の
出
張
種
痘
」「
福
井
藩
町
医
笠
原
良
策
の
門
人
帳
「
天
香
楼
登
門
題

名
」」、『
史
料
・
中
部
日
本
の
種
痘
』（
佐
賀
大
学
地
域
学
歴
史
文
化
研
究
セ
ン

タ
ー
）
に
「
土
屋
得
所
の
門
人
帳
「
修
贄
録
」」
を
発
表
。
土
屋
得
所
は
、
種

痘
に
取
り
組
ん
だ
鯖
江
藩
医
。

　

井
階
友
貴
『
赤
ふ
ん
坊
や
と
学
ぶ
！
』（
金
芳
堂
）
は
、高
浜
町
の
マ
ス
コ
ッ

ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
赤
ふ
ん
坊
や
」
の
マ
ン
ガ
を
通
し
て
地
域
医
療
の
問
題
を

取
り
上
げ
、
解
決
策
を
探
る
一
冊
。
総
合
地
球
環
境
学
研
究
所Eco-D

RR

プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
『
む
か
し
の
み
ず
べ
は
』
は
、美
浜
町
・
若
狭
町
の
子
ど
も
た
ち
が
、

地
域
の
人
に
聞
い
て
描
い
た
「
昔
の
水
辺
の
風
景
画
」
を
も
と
に
作
成
し
た
絵

本
。
福
井
城
址
活
用
検
討
懇
話
会
『
未
来
を
描
こ
う
、
県
民
の
城
』
は
、
同
会

の
提
言
書
。
出
口
翔
大
『
福
井
の
哺
乳
類
大
図
鑑
』（
福
井
市
自
然
史
博
物
館
）

は
、
特
別
展
「
あ
つ
ま
れ
！
福
井
の
動
物
た
ち
」
に
あ
わ
せ
て
刊
行
。
県
内
に

生
息
あ
る
い
は
記
録
の
あ
る
哺
乳
類
六
十
六
種
を
紹
介
す
る
。
梅
村
信
哉
『
足

羽
山
の
昆
虫
観
察
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
』（
福
井
市
自
然
史
博
物
館
）
は
、
全
国
科

学
博
物
館
活
動
等
助
成
事
業
の
助
成
を
受
け
て
刊
行
。
平
成
二
十
五
年
度
か
ら

開
始
し
た
「
足
羽
山
総
合
調
査
」
の
成
果
を
基
に
、
足
羽
山
に
生
息
す
る
多
様

な
昆
虫
た
ち
を
紹
介
す
る
。

　
　
　

六　

工
業
・
土
木
・
建
築
・
家
政

　

児
玉
忠
『
戦
後
福
井
県
都
市
計
画
の
軌
跡
』（
晃
洋
書
房
）
は
、
戦
後
福
井

県
の
都
市
計
画
事
業
に
つ
い
て
ま
と
め
た
労
作
。
市
川
秀
和
『
追
悼
小
長
谷

義
一
先
生
』（
福
井
工
業
大
学
市
川
研
究
室
）
は
、
戦
後
福
井
の
地
方
都
市
計

画
に
取
り
組
み
、
令
和
二
年
に
逝
去
し
た
建
築
家
の
業
績
を
ま
と
め
た
も
の
。

『
越
前
の
民
家
再
生
』（
ダ
イ
ワ
レ
ジ
デ
ン
ス
）
は
、
ダ
イ
ワ
レ
ジ
デ
ン
ス
が

三
十
四
年
間
で
百
棟
あ
ま
り
手
が
け
た
中
か
ら
二
十
二
棟
の
再
生
事
例
を
選
び

紹
介
し
た
も
の
。『
北
陸
の
名
城
を
歩
く 

福
井
編
』（
吉
川
弘
文
館
）
は
、「
名

城
を
歩
く
」
シ
リ
ー
ズ
の
一
冊
。
県
内
か
ら
精
選
し
た
名
城
五
十
九
を
越
前
・

若
狭
に
分
け
、
豊
富
な
図
版
を
交
え
な
が
ら
わ
か
り
や
す
く
紹
介
す
る
。
永
江

寿
夫
『
町
並
み
の
保
存
と
創
造
』（
雄
山
閣
）
は
、
熊
川
宿
の
町
並
み
保
存
に

関
わ
っ
て
き
た
著
者
が
、
文
化
財
の
継
承
に
お
け
る
保
存
と
創
造
に
つ
い
て

論
考
し
た
も
の
。
佐
伯
哲
也
『
若
狭
中
世
城
郭
図
面
集 

一
』（
桂
書
房
）
は
、
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務
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福
井
県
に
お
け
る
郷
土
研
究
・
郷
土
誌
の
動
向　

令
和
四
年
度
分

若
狭
東
部
編
〈
美
浜
町
・
若
狭
町
〉
と
し
て
五
十
四
城
の
詳
細
な
平
面
図
を

掲
載
す
る
。
国
京
克
巳
建
築
設
計
工
房
『
福
井
県
指
定
有
形
文
化
財 

南
専
寺

山
門
修
理
工
事
報
告
書
』（
南
専
寺
）
は
、
令
和
二
年
度
か
ら
四
年
度
に
か
け

て
行
わ
れ
た
修
理
事
業
の
一
環
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
も
の
。
福
井
南
高
等
学

校
原
子
力
探
求
グ
ル
ー
プ
『
福
井
県
高
校
生
の
原
子
力
に
関
す
る
意
識
調
査

二
〇
二
二
』
は
、
県
内
と
東
京
都
内
の
高
校
二
年
生
約
二
千
人
か
ら
得
た
原
子

力
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
分
析
し
た
も
の
。
進
士
五
十
八
編
著
『
福
井
城
址

と
風
景
ま
ち
づ
く
り
』（
福
井
県
立
大
学
出
版
部
）
は
、
公
開
講
座
の
内
容
を

書
籍
化
し
た
も
の
。
南
越
前
町
教
育
委
員
会
事
務
局
は
、「
南
越
前
町
文
化
財

調
査
報
告
書 

九
」
と
し
て
『
旧
京
藤
甚
五
郎
家
住
宅
調
査
報
告
書　

近
代
和

風
建
築
等
総
合
調
査
事
業
』
を
ま
と
め
た
。

　

金
津
創
作
の
森
美
術
館
で
開
催
さ
れ
た
企
画
展
の
公
式
ガ
イ
ド
、
小
倉
ヒ
ラ

ク
『
発
酵
ツ
ー
リ
ズ
ム
ほ
く
り
く
』（
ｆ
ｕ
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
）
は
、
北
陸
三

県
各
地
の
文
化
や
風
土
を
「
発
酵
」
と
い
う
視
点
か
ら
ひ
も
解
く
一
冊
。

　
　
　

七　

産
業
・
芸
術
・
言
語
・
文
学

　
『
杉
箸
ア
カ
カ
ン
バ
物
語
』（
仁
愛
大
学
人
間
生
活
学
部
子
ど
も
教
育
学
科
）

は
、
敦
賀
市
杉
箸
地
区
の
伝
統
野
菜
「
杉
箸
ア
カ
カ
ン
バ
」
の
歴
史
と
特
徴
を

大
学
生
た
ち
が
絵
本
と
し
て
ま
と
め
た
も
の
。
小
坂
康
之
・
別
司
芳
子
共
著『
宇

宙
食
に
な
っ
た
サ
バ
缶
』（
小
学
館
）
は
、
小
浜
の
高
校
生
が
作
っ
た
さ
ば
缶

が
宇
宙
食
と
し
て
使
用
さ
れ
る
ま
で
の
十
四
年
を
、
指
導
教
師
と
県
内
在
住
の

児
童
文
学
作
家
が
子
ど
も
向
け
に
描
い
た
も
の
。
県
立
歴
史
博
物
館
『
百
貨
店

の
近
代
』
は
、
日
本
と
福
井
の
百
貨
店
の
歴
史
を
ふ
り
返
り
、
百
貨
店
と
人
び

と
と
の
つ
な
が
り
の
歴
史
を
紹
介
し
た
特
別
展
の
図
録
。
は
た
や
記
念
館
ゆ
め

お
ー
れ
勝
山
『
近
代
福
井
の
羽
二
重
精
錬
』
は
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
及
び
関
連
展
示

の
記
録
集
。
輸
出
絹
織
物
の
価
値
を
高
め
る
た
め
に
施
さ
れ
た
工
程
に
焦
点
を

あ
て
て
紹
介
。

　

県
教
育
委
員
会
『
文
化
財
調
査
報
告 

第
四
十
三
集
』
は
、
平
成
三
十
年
度

に
指
定
し
た
有
形
・
無
形
民
俗
文
化
財
十
二
点
の
調
査
報
告
書
。
毛
利
茂
則

『
福
井
県
立
図
書
館
庭
園 

四
季
の
う
つ
ろ
い
』
は
、
県
立
図
書
館
庭
園
の
四
季

折
々
の
風
景
を
撮
影
し
た
写
真
集
。
土
田
ヒ
ロ
ミ
『
Ａ
ｇ
ｉ
ｎ
ｇ 

一
九
八
六

～
二
〇
二
一
』
は
、
写
真
家
が
三
十
六
年
間
自
身
を
撮
影
し
続
け
、
撮
り
た
め

た
も
の
を
ま
と
め
た
写
真
集
。
津
田
寛
治
『
悪
役
』（
福
井
新
聞
社
）
は
、
福

井
市
出
身
の
俳
優
に
よ
る
自
叙
伝
や
エ
ッ
セ
ー
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
な
ど
を
収
録

し
た
一
冊
。
県
陶
芸
館
『
近
世
の
福
井
を
彩
っ
た
や
き
も
の
』
は
、
近
世
の
越

前
焼
の
名
品
を
展
示
し
た
春
期
企
画
展
の
図
録
。
同
館
『
い
に
し
え
の
陶
工
と

あ
そ
ぶ
』
は
、
桃
山
時
代
の
や
き
も
の
や
桃
山
陶
器
が
後
世
に
与
え
た
影
響
な

ど
を
紹
介
し
た
夏
期
企
画
展
の
図
録
。
同
館
『
ジ
ャ
ク
エ
ツ
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

の
現
代
陶
芸
』
は
、
県
立
美
術
館
が
所
蔵
す
る
ジ
ャ
ク
エ
ツ
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

の
陶
磁
を
展
示
し
た
秋
期
企
画
展
の
図
録
。『
ふ
く
い
の
御
乗
物
』（
福
井
県
立

歴
史
博
物
館
）
は
、
県
内
に
今
も
伝
わ
る
様
々
な
乗
物
（
移
動
手
段
と
し
て
使

用
さ
れ
た
上
級
の
駕
籠
）
を
紹
介
し
た
夏
期
特
別
展
の
図
録
。

　

東
哲
平
『
常
勝
軍
団
の
作
り
方
』（
竹
書
房
）
は
、
敦
賀
気
比
高
等
学
校
硬

式
野
球
部
監
督
に
よ
る
指
導
論
。

　

松
倉
昂
平
『
福
井
県
嶺
北
方
言
の
ア
ク
セ
ン
ト
研
究
』（
武
蔵
野
書
院
）
は
、
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福
井
県
方
言
の
ア
ク
セ
ン
ト
の
詳
細
を
明
ら
か
に
し
た
研
究
書
。
福
井
県
の
方

言
に
つ
い
て
の
初
め
て
の
概
説
書
『
福
井
県
の
方
言
』（
岩
田
書
院
）
は
、
加

藤
和
夫
ほ
か
が
執
筆
し
、
福
井
県
郷
土
誌
懇
談
会
が
編
集
し
た
。
丸
岡
文
化
財

団
『
日
本
一
短
い
手
紙
「
こ
こ
ろ
」』（
中
央
経
済
社
）
は
、
令
和
三
年
度
一
筆

啓
上
賞
入
賞
作
品
を
中
心
に
収
録
し
た
一
冊
。

　

細
谷
龍
平
『
幸
福
の
足
袋
』（
ウ
ラ
ラ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
）
は
、
明

治
時
代
に
福
井
藩
に
招
か
れ
た
米
国
人
講
師
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
エ
リ
オ
ッ
ト
・
グ

リ
フ
ィ
ス
の
半
生
を
ま
と
め
た
伝
記
小
説
。

　
　
　

八　

歴
史
研
究
施
設
の
動
向

　

最
後
に
各
施
設
の
主
な
特
別
展
を
紹
介
す
る
。
県
文
書
館
は
「「
錦
之
丞
の

元
服　

～
錦
之
丞
、
慶
永
に
な
る
～
」「
地
味
に
す
ご
い
! ?　

明
治
時
代
の
学

び
と
学
校
」「
異
能
の
軍
学
者･

井
原
番
右
衛
門　

―
忍
者
・
計
略
・
ま
じ
な

い
―
」、
県
立
歴
史
博
物
館
は
「
越
の
大
徳
（
こ
し
の
だ
い
と
こ
）
泰
澄
大
師
」

「
ふ
く
い
の
御
乗
物
」「
百
貨
店
の
近
代
～
文
化
と
娯
楽
の
花
咲
く
と
こ
ろ
～
」、

県
立
若
狭
歴
史
博
物
館
は
「
中
世
若
狭
の
「
ま
ち
」」、
県
立
一
乗
谷
朝
倉
氏

遺
跡
博
物
館
は
開
館
記
念
特
別
展
「
発
掘
調
査
の
歩
み
」「
東
山
文
化
と
朝
倉

文
化
」、
県
立
美
術
館
は
「
春
色
爛
漫 

花
の
宴　

培
広
庵
コ
レ
ク
シ
ョ
ン　

ザ 

美
人
画
」、
県
立
こ
ど
も
歴
史
文
化
館
は
「D

O
K

I

～
楽
し
い
考
古
学
の
ス
ス

メPart1

」、
県
恐
竜
博
物
館
は
「
比
べ
て
楽
し
む
古
生
物
の
世
界
」、
県
陶
芸

館
は
「
近
世
の
福
井
を
彩
っ
た
や
き
も
の
」、
県
年
縞
博
物
館
は
、
若
狭
三
方

縄
文
博
物
館
と
合
同
で
特
別
展
「
掘
る
！　

―
未
知
の
世
界
を
拓
く
掘
削
技
術

―
」、
福
井
市
立
郷
土
歴
史
博
物
館
は
「
み
ん
な
で
選
ぶ
！
博
物
館
の
宝
」、
敦

賀
市
立
博
物
館
は
「
敦
賀
藩
物
語
」、
勝
山
城
博
物
館
は
「
大
津
絵
の
美
」、
あ

わ
ら
市
郷
土
歴
史
資
料
館
は
「
ず
っ
と
、
道
が
あ
っ
た
」
を
そ
れ
ぞ
れ
開
催
。

な
お
、
み
く
に
龍
翔
館
は
、
坂
井
市
龍
翔
博
物
館
と
し
て
令
和
五
年
六
月
の
開

館
を
予
定
し
て
い
る
。

　

以
上
、
個
人
史
、
抜
刷
な
ど
割
愛
し
た
資
料
や
、
遺
漏
に
つ
い
て
は
お
許
し

い
た
だ
き
た
い
。

�

（
事
務
局　

吉
川
千
鶴
）
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